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はしがきにかえて

田 邊 欧

北欧の春（エーデイット・セーデルグラン）

わたしの空気の城はみな雪のように溶けてしまい、
わたしの夢はみな水のように流されてしまい、
わたしの愛したものなかで残ったのは
ただ青い空と白い星だけ。
風が木々のあいだをそっとそよぐ。
空しさが漂う。水が沈黙する。
年老いた樅の木が寝ずに考える
夢で口づけした白い雲のことを。

天折したフインラン
かつた｡若くして死とヌ
夏を素通りして秋から：

大ﾂ｢したフィンランドのスウェーデン詩人セーデルグランはあまり春の詩を醤かな
かった｡若くして死と対時しなければならなかったセーデルグランの心はいつしか春や
夏を素通りして秋から冬に向かっていたからかもしれない。この詩はそんななかでめず
らしく群をうたったものだが、祥の明るさというよりも、むしろ不必要なものを一切捨
て去り、冬から再生した春のけなげさが感じられる。だか、作者が秋から冬に向かう人
生を乗り越え赤に期待をかけながらも、そこにはどこかに空しさも漂い、言い知れぬ哀
しみを静かにたずさえている姿がある。
この詩を読んでいると日本の春をうたった詩とはずいぶん述うことに驚かされる。そ

して北欧の春に戸惑いを感じる。だがなぜこの詩がわたしたちの心を捉えるのだろう。
それは、たえず移るいの多かったセーデルグランの心とこの北欧の春が互いに響き合う
ことに深く感じ入る以上に、北欧の春そのものが感じられるから。そしてそれは日本の
春とは比べものにならないけれど､逆にわたしたちの心とどこかで接点をもつからだろ
うか。
授業の般初に詩を読むようになって２年目が過ぎた。私たちの拙い詩読集も今年で

２冊目を出す。これからもみんなといろいろな詩を読んでいきたい。出会う詩のなかに
何か心の琴線にふれるものを期待しつつ。

’
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心の存在

私はあくびをしているカバの上で歯を棉除１-る
あの生意気な小鳥だ

そして私は歯を掃除させているその力（だ
私はその食事中の烏であるし
さっぱりしたカバでもある

しかし私はまた餌であり川であり空であり、
そして土手に立ちそれを知っているものでもある
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JZrgenGustavaBrandt(1929-)
■
０
１
１
ｌ
Ｃ
ｌ
Ｉ
１ 散文家、叙情詩人。1949年詩集『ペレグ股地の小麦』でデビュー。以降『サン

ザシの蝉』(1953)、『明日の断章』(1960)、『ヤヌスの頭』(1962)などを発表し、
現在もなお活蹴中。
彼が本格的に詩作に取り掛かった１９５０年代の杼情詩は、1940年代のそれと比べ
ても際立った変化は見受けられない。故に５０年代は４０年代の傾向を踏襲したと
いえる。しかしながら５０年代の詩人たちは４０年代の詩人とは違う独自の感覚を
持っていた。それは彼らの詩を拙成する言葉の範囲が以前に比べて著しく拡張し
た恥である。彼らの詩には、例えば医学の専門用語やスラングなど、それ以前は
詩の中に現れる邪がなかった言莱が出現し、かつ異なる分野の言染が一緒に使わ
れることも珍しいことではなくなった。これはつまり、４０年代に比べて５０年代
の詩人たちはその目をより自己に向けていた邪の現れではないだろうか。言語範

囲の拡張と、異分野言語の使用により５０年代の詩はその読解がより困難になっ
た。
JBrgenGLIstavaBrandtはそんな50年代モダニズム詩を代表する作家の一人である“
彼の詩は無限の解釈を持っているといえる｡その理由は上に述べた通りであるが、
読者は一説一説読むごとにその解釈を変えねばならない。それはすなわちある特
定の概念にとらわれる事を拒み、それにより彼は詩を永遠たらしめている。意図
的にそういった技巧を用いるリドの出来た彼はモダニストの中でも最も難解な詩人
であるといえる。

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

＜解釈＞
タイトルである''Andsn"rvrrclse''は様々な捉え方のできる極めて多面的な言葉

である。辞齊を引くと、A''d=心、精神、魂、またnasrv"IFcIsc=存在とでている。
私は"心の存在”と訳したがここで言う“心"とは神と交信できる魂、あるいは神
の存在を感じることのできる心という程の意味である。
この詩は最初の５行と最後の２行が全く違う意味を持った造りになっていると

私は考えた。初めは"jeg ' 'とは作者も含む人間一般を指し、最後の２行はまさに
JorganGustavaBrandt自身なのではないだろうか。この詩は作者の神への信仰、
あるいは神の存在を自身の中に感じることが出来た喜びを詠ったものである。最
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１ 初の５行ではカバにのって歯の掃除をする小鳥とカバの情景がほのぼのと描かれ

ている。しかし小鳥は決してカバのために歯の掃除をしているのではなく、あく
まで自分の空腹を満たすために歯の隙間をつついているのである。故にもし満腹
になったならば、たとえカバの歯が完全にきれいになっていなかったとしても飛
び去るであろう。故に"生意気，'な小鳥なのである。また、カバも小鳥のために歯
を掃除させてあげているとは夢にも思ってはいまい。全てがお互いの利益に添っ
た行動であり、それ故に極めて人間的な行動と言える。

しかし、最後の２行は作者自身の心の変化を詠ったものではないだろうか。す
なわち人間的であった作者が神の存在を内に認めた結果、彼の意識は餌の象徴す
るほんの小さなささいなものから流れる川へ、そして空へと飛珊していったので
ある。そして今や彼は自らの精神を解き放ったのは神への信仰と、そしてその存
在を自分の中に感じることであるといっているのではないだろうか。

この詩はJOrgenGustavaBrandtの他の作品やl司時代の詩人たちの作品同様そ
の語句の使用範囲の広さと組み合わせの複雑さから一つの決まった解釈を打ち出
すﾕl i :が非常に難しい作品である。故に読者は読む時、読む時でその解釈を変えね
ばならない。言い換えれば幾つもの顔をもった詩であるといえる。故にこの作ﾑ?‘
は詩に永遠性を求めた作者のまさにその特徴と意図の両方を含むものである。
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Efteraar

FarohvorflyverSvanemehen？
Bort!Bort!Vingernespi lerde,

Halsenestrackkerde,syngendCilerde

bort!Bort! Ingenvedllvorhen.

Far,hvorsGjlerSkycmehcn？
Bort!Bort!JagetafVindene

udoverHavenestrygerdeskinnende,
bort!Bort!Ingenvedhvorhen.

Far,ｈｖｏｒｌｏｅｂｅｒＤａｇｅｎｅｈｅｎ？

Bort!Bort!Rullerde,ringerdc.

Ingcnkangribedem.Sporloesesvinderdc

bort1Bort1Ingenvedhvorhen.

ＭｅｎFar,ｖｉｓｅｌｖ,ｈｖｏｒｇａａｒｖｉｓａａｈｅｎ？
Bort!Bort!OQjnenelukkervi,

HovedetboGjcrvi,klagendesuckervi,
bort!Bort!Ingenvedhvorhen.

秋

父さん、あの白鳥たちはどこへ飛んでいくの？
遠くへ！遠くへ！その翼を彼らは広げ、

首を伸ばし､歌いながら急ぐ
遠くへ！還くへ！どこへ行くのか誰も知らない。

父さん、あの雲はどこへ流れていくの？
遠くへ１遠くへ１風に追われて

輝きながら海を滑っていく
遠く診、１還くへ！どこへ行くのか誰も知らない。

父さん、日々はどこへ行くの？

４
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１
１
１
１
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遠くへ！遼くへ！それらはめぐり、それらは過ぎる。
誰もそれらを掴めない。跡を残さずにそれらはだんだん消えていく

連くへ！遠くへ！どこへ行くのか誰も知らない。

ねえ父さん、じゃあ僕ら自身はどこへ行くの？
遠くへ１遠くへ１目を僕らは閉じ、

頭をひねり、不平を言いながらため息をつく、
遠くへ１遠くへ！どこへ行くのか誰も知らない。

LudvigHoIstein(1864～1943)

ホルスタインは貴族出身で、生涯のほとんどをコペンハーゲンで送った。彼は
デンマーク文学の中で、もっとも顕著な自然神秘瞼者である。この神秘性を彼
は､子を産む母､開花する花､成長する木､再び芽を出す小麦の粒に認めていた。
彼の塾的神秘性は、素朴で世俗的であり、超自然的ではない。人間を含めて、こ
の世に生きとし生けるものは全て、自然の一要素を形成していると彼は考えて
いた｡彼は風景を彩色せず､また自然の美に歓喜することで満足せず､体験の喜
びと宗教的信仰心をもって、あらゆる自然の生命と活動に耳を傾け、観察し、描
写した｡彼の自然との融和はあまりにも緊密であったので､彼は当時､最も新鮮
な真の叙情作家の地位を占めるに至った｡彼が残した主な詩集には､『詩集』（１
８９５）、『苔と土』（１９１７）、『りんごの詩』(1920)、『イェヒ（へプ
ライ語で「誕生せよ」の意)』（１９２９）がある。彼の作品は､若い頃は明る
く軽快で､やや華著な印象があるが、時間を経るにしたがって男性的で円熟し
た温かみが出てくる。

解釈

子供には、身の回りのあらゆるものに対して疑問を抱き、その疑問を身の回
りの大人たちにぶつける時期が必ずある。そういった疑問の中には、質問され
た大人のほうが逆にはっとさせられるものも少なくない｡それは、大人たちが
当たり前のことだからと片付けて納得してしまっていることがらを、子供は見
逃さず､観察・考察の対象としているためである。

この詩の作者ルズヴィ・ホルスタインが残した作品を通して､私たちは彼の
人生観の変化を見ることが出来る。つまりそれだけ作者自身､人生と向かい合
い､迷いながらも人生について深く突き詰めて考えたのだろう。
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人生とは何か､誰しも一度は考えたことがあるだろう。しかし、そう簡単に答
えが見つかるような単純な問題ではない。
彼は、この問いを詩の中の子供に託し、父親に尋ねさせることで､彼の中の人

生観を彼自身、子供の頃のような無邪気な、かつ鋭い視点で見つめなおそうと
したのではないだろうか｡そして、' ' I ngenvcdhvorhen . ' 'でこの詩を結んである
ことから、結局答えは出なかったことを窺い知ることが出来る。しかしこれは
決して否定的なニュアンスをもって書かれているのではない｡分からないとい
う事実をありのままに受け入れ、それが自然なことであると捉えている。それ
は、白脇や雲の行き先がわからないのと同じことなのである。

また、問題を提起して答えが出ないままに終わるというこの詩は、時間とは、
人生とは何か、まだはっきりとは分からないけれどもまだ考える余地があると
いう、作者の人生観の途中経過を表現しているようにも思える。
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冬の外へ！

強くあれ、そして通り過ぎる
そのドアは閉じられた
全てが冷たく、黒いのを見よ

吐
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そして太陽が追い出されているのを

夜に素吋らしい歌声が聞こえる。
あらゆる茂みの中から
しかしあなたは落ち将かない闇の真中で
覚えておかねばならない
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あなたは通りすぎなければならないことを
遠くへ、ひとりで去らねばならないことを
あらゆる枝から時が解けるのを
聞かねばならないことを
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FrankJ"ger(1926-1977)

図番館員になるための教育を受ける。田舎の静かで平和な生活を好んだ。
１９４８年「 D y d i g e D i g t e 」 でデビュー。 1 9 5 2 年 - 1 9 5 3 年 へレチカ
の共編者となる。非常に勢力旺盛で多作な詩人で、自然、愛についての詩や陽
気で皮肉的、そして争いの多い現実に対しての無力感を醤いたまた、ラジオや
テレビのためのドラマも譜いた。

１

１
０ 解釈

この作品は第二次世界大戦直後の1 9 4 9年に書かれている。この時代、世
界はいまだ暗い闇の中にあった。しかしそろそろ世界に明るい兆しが見えはじ
め、人々は強い心を持ちつつあった。そんな中、周りの人々と同じように、強
く生きていく気力をいまだ持てない冬の中にいる作者、そんな情鍬が浮かんで
くる。
一連目のドアとは戦争そのものであり、戦争は終わったことをうたっている。

いまだ世界は暗く、太陽の脚く、明るいところはまだ遠いという。
二連目で周りの人々は夜の中にあるけれども、明るく歌い始め、新しい世界

が始まろうとしていることを祝っているのだ。
が、しかし、変化の見える世界に取り残されてしまった彼は、それを黙って

見過ごすしかないのだ。三連目において、時代の急激な変化についていけない
ものは、人々の明るく歌う闇の中で、その輪に加わることなく通り抜けるのみ
であり、時が解けるとは、戦争によって止まっていた時代が再び鋤き出すと私
は解釈するが、その変化を見届けるべきなのだということを、変化についてい
けない人々は覚えていくべきだと詠ったと解釈する。
冬のあった世界、そこから疎外されている人は強く一人で生きるべきだとい

うことを詠っている。
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PAUL L A C O U R

DetUforudsete
予知しないもの

VaadgaarLu f ten i Lgve ts
申

空気は木の葉の揺れている
；

暗い固まり･の中で湿っていく。

私から奪われたもの、

だが魂が満たしているもの、

その全てが再びここに注ぎ込む。
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限界を破壊するものだけが、

つまり光が、世界の果てまで広がる

幻想のように
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PAULLACOUR(1902～1956)

1902年Naestved近郊で生まれる。当初画家として生きていくことを決意し

ていたが、同時に執筆活動も始め1922年にデビューする。その1年後フランス

へ旅行し、大部分を放浪しながら７年間過ごす。デンマークへ帰国後
･Tilskueren0,(1931̅39)で文学評論家となり、''Forum0'(1936̅41)で演劇評論

も発表したり、３０年代に中心的な評論家の一人としての地位を築く。

第二次世界大戦後に発表した詩集''Fragmenterafendagbog' 'によっ

て、詩人として完全に絶対的で中心の地位を築いた。1956年に長い間胃を煩っ

ていたため闘病の後亡くなっている。彼の思想は当時のデンマーク文学界に大

きな影響を与えただけでなく、戦後から現代にいたるまで影響を与え続けてい

る。

０

．

日

ョ

Ⅱ

１

■

ｌ

Ｌ

ｑ

Ｐ

Ｂ

Ｉ

ｌ

ト

ー

ｌ

ひ

甲

１

４

４

Ｄ

４

４

Ｉ

４

Ｐ

卜

上

す

申

Ｌ

叩

ョ

ｆ

■

弓

ｊ

ワ

ト

４

Ｊ

＜参考＞
予 感 （ リ ル ケ 『 形 象 詩 集 』 よ り ）

わたしは遠方にとり囲まれた旗のようだ、

風がくるのを予感する。かなたで物たちが、まだ身じろぎも

しないのに、私は風を生きねばならない。

扉はまだやわらかに締まり、Ｉ暖炉には肺けさがある。

窓の列はまだふるえず、炭もまだ糊もったまま。4

』
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それなのにわたしはすでに嵐の到来を感じ、海のように荒れる。

そしてわたしは自分を広げ、自分のなかへ転落する。

自分の身を投げ出し、全くひとりで

大きい嵐のなかにいる。
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＜解釈＞

laCourは彼の著書',FragrnenterafenDagbog' ,で、「詩を書くことと

はつまり詩を待つこと、それが全てである」「全ては与えられると思われ

る。・・・（略）・・・贈り物として生じてくるのである」と述べている。彼

は詩人とは、自分のもとに降りてくる無数の声の中から自ら選択して言葉につ

くりかえて詩を生み出す必要があり、この声が天から降りてくることにずっと

鎮座して耐えることができるかどうかが詩情の感じられる本物の詩を紡ぎ出せ

るかに関わっているという考えを持っていた。ゆえに彼は非常にこの目には見

えない神秘的な力を重要視していた。

この詩において、laCourは予知しない神秘的なものを魂の中に注ぎ込む光

として表現している。この詩を読んでみて、非常に似ていると思ったのが上に

参考としてあげたリルケの「予感」である。リルケは胸さわぎを感じる自分自

身を遠方にとり囲まれた旗、予知しないものを風と表現している。この二つの

詩から私が感じたことは、この世において超自然的なもの、つまり人間の理性

や感党では悟り得ないとされている神秘的なものは、あたかも突然天から降っ

てきたもののように思えるが、それはそのように感じる人間側の魂が鈍感なだ

けで、どんな神秘的なことや物であっても、人間の魂はあらかじめその到来を

察知しているのかもしれないということである。その良い例が突然のひらめ

き、胸さわぎといった日常の出来事に表れていると私は考える。

二人の予知しないものの表現方法は違うが、まだ見ぬ世界（未来）に対して

不安を抱いたり期待したりという行為は、その徴候が天から光のように自分の

内部に注ぎ込まれてくるのを魂が感じているから起きるのだろう。魂は全てを

あらかじめ感じているというのを改めて実感してしまう詩である。
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PA U L L A C O U R

庭の朝HAVENSMORGEN

庭は霧で灰色に

湿っている。

それは地下から

霧のガーゼに包まれて現れた。

ライオンの頭のような太陽が

芝生の上におおいかぶさり、

そこでそれは鴬をなめる
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medsitTaageflor.

SolensLgvehoved

luderoverG=sset ,
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鳥の心はFuglelljentetvaagner

someIVand,denstore

StilhedtZrstigth"ver

idensprZdeStund,

水のように目覚め

大きな静けさがのどを渇かせて

ほんの一瞬出現する。

そして彼が

手のひらのコップを空にする間に

歌声のハーモニーが

静かな口の周りを光らせる。
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PAULLACOUR(1902～1956)

1902年Naestved近郊で生まれる。当初画家として生きていくことを決意し

ていたが、同ll寺に執傘活動も始め1922年にデビューする。その１年後フランス

へ旅行し、大部分を放浪しながら７年間過ごす。デンマークへ帰国後
'Tilskueren''(1931̅39)で文学評論家となり、@'Forum"(1936̅41)で演劇評論

も発表したり、３０年代に中心的な評論家の一人としての地位を築く。、

第二次世界大戦後に発表した詩集''Fragmenterafendagbog@'によっ

て、詩人として完全に絶対的で中心の地位を築いた。1956年に長い間胃を煩っ

ていたため闘病の後亡くなっている。彼の思想は当時のデンマーク文学界に大

きな影響を与えただけでなく、戦後から現代にいたるまで影響を与え続けてい

る。
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＜解釈＞

laCourは彼の著書',FiragmenterafenDagbog' 'の中で、「詩人とは言

葉の芸術家であって特別な幻想を伽え持っている」と述べている。この詩の言

葉の選択や組み合わせ、発想など全てをみてもまさに彼のいう言葉の幻想を備

え持った言葉の芸術家にちがいない、と感じさせられてしまう。また「詩とは

題材になるものの動きを殺してしまわずに燐光を発する程度にその勤きを閉じ

込めておくことだ」とも述べている。この詩は何の変哲もない朝を描いたもの

のだが、いききと情景を思い描くことができる程にlaCourはこの詩に彼の言

葉の脆力によって生命を吹き込んでいると思った。
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一

To v eMe y e r

T i l e n u n g t " n k e r
Tynketaftankernes
kontorapunktiskchamrcn
bDjcrdunakkCn,erduenbuc
sp"ndtmedentusindoddct

pilistrengensdirrende
tonendevinkel.

UngeelskedC-
samldinkraftihjertet,
lad ikkepi lenflyve , fbrden
enkeltoddet,hvilendeirummet
erengyldenstrubeshojsang,
erenvGjfbrvoremllndes
uudsigcligcord.

若き思索家へ

考えの対位法的なﾉ、ンマーに圧迫されて
あなたがうなじをたれると、
あなたはピンと張った弓になる
何千ものくしがついた
矢が鯉えて響き渡る
とがった訓子で。

愛し合っている若者たちよ -
あなたの力を心に集めて、
矢を放ってはならない
空間に休息する１つの考えが
金色ののどが奏でる讃美歌、もしくは
私たちの口が言い表せない
言莱にとってかわる道になるまでは

1４
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Ｉ
Ｉ
ｉ

- 二

０

To veMeye r

1913年から1972年に生きた杼1肯詩人である。新ロマン主義の文体で、自ら
の表現方法を使って作品を作った。彼女の作品を挙げる。
Ｇ " “ p " / e f ( 1 9 3 5 )
Skygge""Jｂﾉ．αe"(1943)
Dr③胴reDqge (1952 )
Ie〃〃αｙｅＤｅ〃e加加ｅ（１９５３）
"ｍ'q""（１９６１）
B〃 " ｡ " " j e " ( 1 9 6 7 )

作品解説
若者たちの愛への響告の詩である。
第一連では、二人の考えが対極にあり、今にも喧l l雌が始まりそうな緊迫した

様子を、弓矢にH倣えている。kontrapuntiskellamrcn(対位法的なノ、ンマー）という
表現は、二人の仲を叩き壊してしまう凶器である。その凶器である、理解でき
ない相手の考えにまいって、うなじをたれると、丸みを帯びた状態ができあが
る 。 そ の 状 態 を 、 ピ ン と 張 っ た 、 矢 が 飛 んで い く 前 の 弓 に 嘘 えて い る 。
Tus indodde t (何千ものくし）というのは、相手を傷つけてしまう、独りよがり
な、尖った意見である。耐えかねてその意見を口にしてしまうと、その言葉は
音で表すと、単に鳴るだけでなく、響き渡るのである。つまり、尾を引いて後々
まで引きずるのである。
第一連だけでは、あまりに漠然としていて、何についての詩なのか良く分か

らない。しかし、第二連の始めに、Ungee l s ke ( l e - (愛し合っている若者たちよ
. )と呼びかけていることで初めて、恋愛の詩であることが判明する。ここでは、

第一連で挙げたような、未熟な二人の恋愛に対しての忠告をしている。そのよ
うな恋愛を恐らく作者自身も体験したことがあり、それを振り返って忠告して
いるのだ。「何千ものくしのついた矢」を心の中に留めておくためには、大きな
パワーが必要である。だから、矢を放たないために、力を心の中に集めなさい

と。第二連の後半では、周りの見えなくなった、錯乱した愛への警告を、
h v i l e n d e穏やかなもの、gy l d e n高尚なもの、v e j拠り所となるもの、を使っ
て表現している。二人にとっての恋愛の理念が同じものとなり、落ち着くまで、
錯乱する感情を爆発させてはいけない、と若い二人に愛情を込めて伝えようと
している。
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GustafMunch-Petersen
由

Fiskeleje 漁村

OktobersHorisont

１０月の地平線は
ErhZjereendKirkensspir-

教会の尖塔よりも高い
PaadenstakkedeKant

このギザギザの端の上に
VandrersmaaDampere

小さな蒸気船がさまよう
I R " k k e -

列になって
PaakystenhamrerHavetsort

海の闇が海岸でﾉ､ンマーを打つ
Trommende-

ドンドン叩いて
OgstorevejrbidteM"nd

そして大きな日に焼けた男達が
KIBverPindebricnde

薪を割る
MedsmaaZkserＩＴＪ’１少ｌｌｊＪ-４-１申ＩＩｄｊｂｂ且■ＤＤｑ０国■●ＤｑｊⅡ０１口Ｌ■ｒ４Ｊ８■ｌＴ■■可ｒＤＩ-■ＪｌｒＩ咽９．１山々
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GustafMunch-Petersen(1912-1938)

コペンノ、-ゲン大学のスウェーデン語助教授の家庭「に生まれる。フィンラン
ドのスウェーデン系モダニズムに惹かれ、特にエデイト・セーデルグランの詩
に影響を受ける。30年代の急進的な社会主義運動に深くかかわり、義勇兵と
してスペインの市民戦争に加わった。１９３８年政府軍がバルセロナに撤退す
る時に殺された。叙情詩人。
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１
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１
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１
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Ｆ

’
Ｉ

解釈
彼の詩から導き出されるもの、それは１枚の情景である。太陽の照り輝く、

10月の空。秋を目の前にした空は高く、どこまでも青く・海には蒸気船が列
になってどこかへ向かう。一方、海岸では日に焼けた屈強な男達が／､ンマーを
ふるう。そんな景色を小高い丘から見下ろしている詩人。１枚の絵画として成
立しそうである。

10月の空の深い青色と海の闇と表現されるほどの黒色、そして海岸を打-つ
激しく鈍い波音と男達の打つﾉ､ンマーの甲高い音。２つの色と音を描くことに
よって、なお一周この詩を生き生きと感じることができる。
どこかスペインのような太陽のまぶしいところが連想される。（彼の育った

ボーンホルムを連想して描かれたのではないかと解釈はされているが｡）北欧の
厳しい自然が、彼のl暖かそうな南匡|へのあこがれを一層強くし、この詩は産み
出されたのではないだろうか。
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３月
雪が広がっている
ぎっしりと白く
海は抑いている

夏の青さで
燃え上がる太|湯と

氷のように澄んだ空気が
疲れた目に焼きつく

海鳥が繁殖し
しわがれ声でホシムクドリが鳴く

夜がやって来る
黒く深く

ボートが続く
群れをなすニシンの後に
西にあるその国の上空を
１つの星が緑色に卸く
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作品の解説
備景が色鮮やかに浮かんでくる詩である。Sneen (雪)の白色、Have t (海)の青

色、Sol(太陽)のオレンジ色、is(氷)の透明色、Nattcn(夜)の黒色、Stimendesild(群
れをなすニシン)の銀色、ｓＵ垂rne(星)の緑色。次々とあわただしく、はっきりと
色が連想される。
夏へと向かっているが、まだ冬の残る、３月という暖昧な季節そのものがえ

がかれている。両極端を感じる表現ばかりだ。白と黒、青とオレンジ、透明と
銀などの色ばかりではない。雪や氷と太陽では、冷と温が感じられる。雪と海
と空気では、固体から液体へ、気体へ、という変化も感じる。詩全体を２つに
分けてみても、前半では活発さを、後半では穏やかさを感じられる。作者は今、
愛する故郷の地に立っている。そこで、朝から晩までその景色を見ている。空
も地面も海も見回している。
彼は強い意志をもっている。そこ診、、困難がはばかろうとする。けれども決

して彼は希望を捨てることはない。そんな彼を自然が祝福し、応援している。
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それを彼は素直に受け入れ、彼のパワー にしている様子が感じられる。
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GustafMunch-Petersen

MedlukkedeZjne

d e t e r s omom
i ngen s t r Pmkand r u knem i g
i n g e n s o r g k v " l e m i g
h e l t -
d e t e r s om om
k a r l i g h e d k omme r t i l m i g
o v e r a l l e h a v e ,
f o r d i e n b l Z d s t r e n g a l t i d s v i n g e r
l m l g -

目を閉じたままで

それはあたかも
どんな流れも私をおぼれさすことはできまい
どんな悲しみも私の首をしめることはできまい
完全には
それはあたかも
愛が私のところへやってくる
あらゆる海を越えて
というのは、たおやかな弦が私の中で常にゆれ

０

たおやかな弦が私の中で常にゆれているから

G u s t u r M u n c h - P e t e r s e n ( 1 9 1 2 - 1 9 3 8 )
生い立ち

父が、コペンノ､-ゲン大学でスウェーデン語の助教授を

Ｊ
Ｉ
０
四
０
９
０

Ｘか、コヘンノ、ーグン大字でスワエーテン話の助教授をしていたこともあり
文学的鰍境においてスウェーデン語が話された彼の背春時代は、彼をフィンラ
ンドのスウェーデン系モダニズムへと誘った。特にエーデイト・セーデルグラ
ーンの詩の廟になり影稗を受けた。 3 0 年代の急進的な社会主義運動に強く関

わり、義勇兵としてスペイン市民戦争に加わった。１９３８年政府軍がバルセ
ロナに撤退するときに殺された。
作品

『裸の人』（１９３２）

’ 、
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一

『もっとも低い土地』（１９３３）
『エルサレムに向かって』（１９３４）
『一九の詩』（１９３７）

＜解釈＞
音の流れも、使われている言葉も、とても穏やかで優しい印象の詩である。

表面的には前半部分の方が、自らの意志の強さをきちんと言葉にしている。け
れども後半の、l " r l i ghed (愛)やhave (海)やst reng (弦)といった、暖かくて、寛大
で、柔らかい表現を用いて、自分の固い意志と混ぜ合わせることによって、よ
りいっそうの意味をもたせている。
当時のファシズム志向に対抗し、自殺行為のような革命に参加しているとき

に、こう強く心に思っていたのだろう。しかし、戦争のざわめきや、恐怖に伴
う迷いは全く感じられない。
彼の超越した糟神世界と熱い一途な思いが-深い上ころで感ＩｉＰ,れ承菫l_ I，、途な思いが、深いところで感じられる美しい

詩である。
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Henr i kNordbrandt

Mediterendekamel

Dellvide,sned"kkedebj"1gedenlde
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黙想するラクダ

その白い、雪で秘われた山々は
春の緑色をした大草原の向こうにあり
その大草原を大草原たらしめている

そしてその春の緑色をした大草原は
お返しに

その山々を山たらしめている

そうしてその大草原は縁取られて平らになり
それゆえに(ラクダは)そこに立っていられる

そしてそこからずっと山々を見つめていられる

雪が山にある限り。
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ノ

HenrikNordbrandt(1945～）

彼は１９６６年に『詩集』で人々に知られるようになる。ノアブラントはモダ
ニズムの伝統を継承していて、それはつまり規範を越えながらアイデンティテ

ィを求めていることを意味する。彼の探求は、非常に優しく夢のようでいて、
はるかで物悲しく、繊細で音楽感覚豊かな言葉を使って行われる。
彼の詩では読者が一種独特な舞台世界に取り込まれるよう、詩における中心

的な概念の周辺に極めて不特定な猟境を作り上げる。更に中心概念はその獅台
の中で絶えず交替し、例えば｢私ｊは「あなた」に、「あなた」は「私」になったり

する。代名詞の指すものも目まぐるしく変わる。読者であったはずが詩人にな
っていたり、詩そのものかと思えば少女のことであったりする。それはまさに
夢を見ているようである。
旅好きで知られるノアブラントは「不在」という概念に没頭し、古代の文化、

特にギリシヤ．ビザンチンの文化に強く魅了された。詩集「出発と到着」（１９７４)、
｢烏賊（いか）への領歌と愛の歌｣（1975 )はその膨響を色濃く受けた作品である。
この二冊によって、彼は古典的なヨーロッパの詩作の伝統に仲間入りを果たし
た。

解釈

この詩は山の白さと草原の緑のコン I ､ラストが目に浮かぶような、視覚的に
美しい詩である。郷台は雪の獺もった白い山々から始まり、春の緑色をした大
草原に移行し、再び山に移行して、また大草原に移り、永遠の雪の積もる山々
で終わる。それは終蒋地点から始まり、出発点で終わる。それはある種の「輪」
を形成しており、彼がインドの旅で膨騨を受けた仏教的思想を垣間見ることが
できる。その「I瞼」とは、すなわ一ら仏教で言うところの曼茶羅である。

また、詩の中にもあるように、山の白さが草原の緑を浮き立たせ、草原の緑
が山の白さを浮き立たせている。互いの存在なくしてはここまでの存在感はあ

晨職こ駕慨菫震鰻熟霊鱒宴懸蝋酬壼
解釈することができるだろう。

そしてその縦も美しいバランスを保って存在している山と草原を見つめる
のがラクダであり、存在しているだけでなく見られることによってその美しさ
がより報われるものとなっている。ラクダという勤物に関して言えば、この詩
における仏教的な印象をより強いものとしている。

Ｉ

Ｉ
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K L A U S R I F B J E R G

Citron
レモン ●

Ide tk l a res teso l sk i n
明るく輝く太陽の光の中で

レモンの内部の闇は

完全なものになる。

ermgrket ic i tronensindrc

fuldkomment.

Skaa re t i t oha l vde l e 二つに切ると

lyserdenpaakgkkenboIdet
それはテーブルの上で

ガラスのように輝いている。somglas.

PresdensstI ingens

その説得力をしぼって
drik

飲み干して

踊れ。ogdans .
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KLAUSRIFBJERG(1931～）

1956年に『みずからのうわさをかぎつけ』でデビューする。文学上モダニズ

ムの詩人に当てはめられている。彼は性的抑圧に対して熱心で、特にホモセク

シヤルの鯵秘した緊張を明らかにしたことによって、デンマークの性解放に重

要な寄与を行った。５０年代の詩人たちは、イデオロギー、宗教活動、既成価値

などを全く信じていない。それゆえに彼らの詩作は自己正当的であり、自己認

識的であるといえる。

＜解釈＞

まずこの詩が魅力的だと感じた理由は、レモンという素材を詩の題材として

選んでいるおもしろさである。レモンといえば、すっぱい、つまり刺激的で味

覚をしびれさせると同時に心)(内面、自分自身）を目覚めさせる小さな燃弾の

ような存在であると私は認識している。この素材を用いているところから、非

常に挑戦的で攻繋的な詩であると感じた。

この詩をよんでみると、ある物がそうあるべきだ、またはそうあるに遠いな

いと考えられているその説得力をめちやくちやに破壊して飲み干して踊れ、つ

まり自分が勝利者または征服者になれとこの詩は意味していると感じずにはい

られない。レモンの内部の闇は完全であるというのは、レモンの中身がつまっ

ていることがわかると解釈すると、そのガラスのように郷いている説得力をし

ぼって破壊して既成の概念をうちやぶれと示唆していると考えられる。私は何

事においても、特に芸術においては、物事がこうあるべきだという概念を破壊

しているものにおもしろさがあると考える。例えばピカソの描いた女性の顔

は、現実ではとうてい考えられない目や鼻の配侭で、色彩も奇妙なまでに鮮や

かであったり陰気な色であったりする。しかしそれが斬新でおもしろかったり

するのである。このように考えるとレモンという素材を非常に巧みに利用して
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いると納得できる。

日本人の梶井基次郎注】も同様にレモンを素材に攻撃的な小説『檸様』を書い

ている。胸を病んでいて愛鯵な心を抱えて京都の街をさまよい歩いていた主人

公が、ふと足をとめた寺町通の果物屋で檸橡を買う。その榔橡の冷たさと香り

でしつこく心を押さえつけていた憂鯵が消えていく。最後に丸善で本をとりだ

して城にみたてて澱み上げて、その城の頂に檸橡をすえつけて何くわぬ顔をし

て出ていく、という内容の小説であるが、この話がおもしろいのは丸善という

あの場所でこんなことができるなんてと感じてしまう程、斬新で型破りな話の

内容である。KlausR i fb ie rgが用いたレモンは梶井基次郎が用いた檸橡と同
勺
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じような効果を我々読み手側に もたらしていたのだと考えられる。

０

301～19
班と念f沌斗 だったが、 緊張感の高い文体と詩悩が死後高い評価を受ける。
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私はその森から出た
そして私の後ろの

高く、赤いきしむ門を閉めた。
木々の葉は私の心に向かって

奇妙な角度でついていた
弾くや否や

全ての鳥を羽ばたかせてしまう、ヴァイオリフ、ワァイオリンの弓のように。

もうこれ以上何も思い出すことはなかった。
そしてその足跡はたくさんの雨と

たくさんの車によって消されてしまった。
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OleSarvig(1921～1981)

彼は自らを叙捕詩人、また小説家であると主張した。彼の叙情詩は、『緑の詩』(1943)、
『多様性』（1945)、『自我の家』（1944)、『伝説』（1946)、『人間』（1948)、『私の愛一終
章』（1952)という連続詩のなかに集められている。詩の数は徐々に少なくなっており、
一連のテキストは『詩選集』（1952)で鰈き改められて、『一日の終わりに』（1962)とほ

とんど同じになった。サーヴイの詩は、ほとんど全てが２０世紀の魂の問題を主題とし
た。そして、季節、昼夜、風景、町、家などのモチーフを精神の比嶮もしくは象徴とし
て用いた。
この連続詩を終えると、サーヴイは叙事形式に没頭した。彼は多くの小説を醤き、主

な作品としては戦中と戦後のベルリンの人々を描写している『石のバラ』（1955)があげ
られる。
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解釈

この詩が醤かれたのは１９４３年、第二次世界大戦末期である。このことを考慮に入れ
ると、「私｣が後にした｢森｣は当時の社会の象徴であり、「私｣に述和感を覚えさせる｢葉」
の角慶、そして弾くや否や自由の象徴である鳥が逃げていってしまうというヴァイオリ
ンの弓は、当時の人々の耶国主義的な考え方の象徴だと言えるのではないだろうか。そ
してそんな思想に嫌気がさした｢私｣は森を後にするのである。森を去るときに閉めた、
「淵iく、赤いきしむ門｣は森を去ることの物理的、梢神的困難さを象微しているように思
われる。また｢赤｣からは戦争に伴う血を、「きしむ」音からは人々の苦しみの叫びを想
倣させられる。

しかしサーヴイがほとんど全ての詩において主題としてきたのは２０世紀の魂の問題
である。したがって彼がこの詩において描きたかったのは、戦争の抑圧からの解放だけ
ではないと思われる。彼は戦争での抑圧と、内面的な魂の抑圧を重ねて描いているので
はないか。更に言えば、この詩の真の主題は戦争ではなく魂の抑圧からの解放であると
さえ言えるのではないだろうか｡森を去るという行為は軍国主義的思想からの解放であ
ると同時に自らの魂の解放を象徴していると言えるだろう。
また、「私｣の足跡が雨や車で消されてしまったとあるが、そこでは自らの魂の解放が

雛にも理解されない、もしくは気づかれないという彼の孤独感と少しの僅越感が表現さ
れているのではないだろうか。
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JensAugus tSchade

l d e n v i d u n d e r l i g e v e r d e n
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この素晴らしい世界で

あなたははわかりますか、めぶにははわかりますか、私逮がお互いを見つけることが出来たことを
この大きなまちのジャングルの中で？
この世の原生林の中で-
この全能な世界の未川lの星の森の中で一

私遠は子供が歩くように歩き、花を燗んだ
道のはたにある小さな森の中で-
そして突然互いの目を見つめた、
-そして知った、私逮が互いを見つけていたことを

3０

：



＝

JensAugustSchade(1903-1978)

JensAugustSchadeについては前期も同じ作家を取り上げたため、ここでは詳し
くは触れない。彼はドイツ表現主義の影響を受け、主に詩、散文、戯曲を残した。
彼の作品はその制作時期によって全く趣向が異なるとされるが、それらの根底に
は共通するものがあり、それは彼独特の性的世界であると言える。また、彼は都
会に住み、都会を愛した。故に、都会人特有の排他的な感惜を詠った詩も多数残
している。

＜解釈＞
‘‘この素1脚らしい世界で"、この詩は紛れもなく愛を詠った詩である。Jens

AugustSchade的愛とはどういったものであったのだろうか。
この詩の特徴の一つは１連の比1I愈の拡張である。大きな街のジャングルから、こ
の世の原生林、そして全能な世界の未開の星の森へと、詩を読むものの心は作者
とともに広がっていく。そしてこれらが比!I撤しているものは大都会、具体的には
彼が聯らしたコペンノ、-ゲンではないだろうか。１連はそこで、星の数ほど人が
礫らしている大都会の中で二人が出会った喜びを詠っている。
２連も比Ⅱ伽からはじまっている。私達は子供が歩き花を摘むように日,々の生活を
何の特別な意誠もなく過ごしている。あたかもそれが当たり前であるかの様に。
そして、どこにでも在る道のはたの小さな森の中で、それは歩き慣れた小道かも
しれないし、行きつけのカフェかもしれないが、そこで二人は出会うのである。
ありふれた日術の中で。

この詩には彼の恋愛感が非常によく現れているのではないだろうか。一つ一つ
の言葉もとても美しく柵成もロマンティックだが、そこにはやはり都会人として
の彼の姿勢を伺う事ができる。彼の恋愛観においては“運命の赤い糸”など存在
しなかったのではないだろうか。恋人との出会いを詠った詩の中でさえ、彼はそ
の出会いが特別なものではなく、ありふれた日常の中での一つの出来事のように
柵いている。多くの人にとって恋人との出会いとは、“運命の赤い糸”という言葉
が表すように、友達とのそれとは違い特別で、素11Wらしく、ある極神聖なイメー
ジがあるのではないだろうか。出会うべくして二人は出会ったのだと。しかし
JensAugustSchadeにとってはそれも日常の１コマに過ぎないのである。非常
に都会的であり、また非常にSchade的作品である。
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JensAugustSchade(1903-1978)

イェンス・アウグスト・シヤーゼは詩、散文、戯曲を残した。それらは書かれた
時期によって文体は異なるが、基本的には同じ特徴をもっている。それは彼独特
の性的な世界である。彼は主にコペン/､-ケンで生活し、コペンノ､-ケンで多く
の作品が生まれた。この美しく、危険で、排他的な都会が彼の作品に多大な影騨
を与えた事は否定できない。彼はドイツの表現主義に感化されたばかりでなく、
中国の詩や、中世バラッド、賛美歌といったものも取り入れた。この事が彼の文
体が時期によって異なる原因であると思われる。彼自身は表現主義に位置付けら
れている。

＜解釈＞
この詩は１９３０年の作品である｡二つの世界大戦の間にあたるこの時期は作者の

外界への関心よりもむしろ自己の内面への興味を深めた要因の一つであったと思
われる。

タイトルであるコペンノ､一ケン人の生活とは何を現しているのか。コペンハー
ゲン、言わずと知れたデンマークの首都であるが、ここでは一般的にいう都会、
田舎やふるさとといった言葉の反意語として用いられている。田舎に対する都会。
田舎の人情味溢れる人々や、そういった人々との付き合い、田舎やふるさととい
った言葉にはそのようなどこか暖かい響きが隠れているように思える。では都会
とは。マイナスなイメージばかりではないだろうが、冷淡な人付き合いや､孤独、
閉鎖的というようなイメージを持つ人は少なくないであろう。

シヤーゼがこの詩で表現したのはまさにこういった感憤ではないだろうか。バ
スの走り去る音を聞きながらも結局は起き上がる事はない。周りを取り巻く喧騒
のなかに自分の存在を認めたとしても、常に内側を向いている心の目。都会に住
む者の孤独、外界への無関心、堕落。彼はしかし、その都会人としての生活を自
ら菰極的に変えようとはしない。自分の孤独な生活や、周りを取り巻く社会への
無関心さを瑚笑しながらも、同時にその世界に陶酔している。堕落した生活、そ
してそういった生活の中にいる自分に対してある意味矛盾した感情をもっていた
のではないだろうか。
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もしかしたら３月の夜に

私 は １ 秒 １ 秒 進 む ご と に
私は少しだけ死んでゆく
私 は 生 き て い る 時 間 “ 死 ” を
担 わ な け れ ば な ら な い

穏やかな雨と雪解けの
ある３月の夜に
私は暗闇の中に去り、
死ぬのをやめるだろう
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G r e t h e R i s b j e r g T h o r n s e n

ｌ９２５年生まれ１９４５年「詩集」でデビュー。特に幻想のない、悲しみにうら
打ちされている。

（解釈)
デンマーク人、いや四季に慣らされている人々にとって３月とはどんな時で

あろう、永遠に続くかと思われた長い夜、雪の積もり、ただただ静かな白い夜、
それが３月、日は長くなり、雪は気温の上昇によってとけ始める。それはまさ
に希望に満ち性れ、街には人々が戻りはじめ、活気づいている。そんなまだ暗
いながらも心は明るい季節ではなかろうか。しかし作者にとっては…。

人間は誰しも生まれたならば死ななければならない。それはつまり生きると
同時に人は死に向かって進みはじめるということなのだ。１秒１秒ゆっくりと
ゆっくりと、しかし砿実に。それは同時に “死 ” を運んでいるということでも
ある。

彼女はこう想像する “もしかしたら…私が死ぬのは…。 ”
ある３月に彼女は穏やかな雨と雪解けを見た。人々は希望と人生を躯歌してい
る…・暗闇の中へ進む、それは歩みを止めること、そして希望さえ拒絶するこ
とではないのか。彼女はしるしている “死ぬのをやめるだろう。 ”しかし、暗
闇の中、歩みを止めること、それもまた “死 ” を意味している。なぜか、人は
１秒１秒、死へと進むことによって生を映し出すのだから。
彼女は希望の中にあって、おびえているのだ。もしかしたら希望の中で死ん

でしまうことになるのではないかと。
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